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令和 3 年度

全国学力・ 学習状況調査

本調査は， 文部科学省が， 学校の 設置管理者等（ 教育委員会， 学校法人等）の 協力を 得て 実施する も の で す。

本 体 調 査

調査実施日： 令和3 年5月27日（ 木）

調査の 目的

調 査 対 象

◇義務教育の 機会均等と そ の 水準の 維持向上の 観点か ら ， 全国的な児童生徒の 学力や学習状況を

把握・ 分析し ， 教育施策の 成果と 課題を 検証し ， そ の 改善を 図る

◇学校に お け る 児童生徒へ の 教育指導の 充実や学習状況の 改善等に 役立て る

◇そ の よ う な取組を 通じ て ， 教育に 関する 継続的な検証改善サ イ ク ル を 確立する

国・ 公・ 私立学校の 小学校第６ 学年， 中学校第３ 学年 原則と し て 全児童生徒

調 査 内 容 ❶ 教科に 関する 調査（ 国語， 算数・ 数学）

出題範囲は， 調査する 学年の 前学年ま で に 含ま れる 指導事項を 原則と し ， 出題内容は， そ

れぞ れの 学年・ 教科に 関し ， 以下の と お り と する 。

① 身に 付け て お か なけ れば後の 学年等の 学習内容に 影響を 及ぼす内容や， 実生活に お い

て 不可欠で あ り 常に 活用で き る よ う に なっ て い る こ と が望ま し い 知識・ 技能 等

② 知識・ 技能を 実生活の 様々な場面に 活用する 力や， 様々な課題解決の た め の 構想を 立

て 実践し 評価・ 改善する 力 等

調査問題で は， 上記①と ②を 一体的に 問う こ と と する 。

❷ 生活習慣や学習環境等に 関する 質問紙調査

児童生徒に 対する 調査 学校に 対する 調査

学習意欲， 学習方法， 学習環境， 生活の 諸側面等に

関する 調査

（ 例）国語へ の 興味・ 関心， 授業内容の 理解度， 読書時間，

家庭学習の状況 など

指導方法に 関す る 取組や 人的・ 物的な 教育条件の 整

備の 状況等に 関する 調査

（ 例）授業の改善に 関する 取組， 指導方法の工夫， 学校運営

に 関する 取組， 家庭・ 地域と の連携の状況 など

時 間 割

◎小学校 （ 児童質問紙は， 2 時限目終了後以降に ， 各学校の 状況に 応じ て 実施。）

１ 時限目 ２ 時限目

国語（ 4 5 分） 算数（ 4 5 分） 児童質問紙（ 2 0～40 分程度）

◎中学校 （ 生徒質問紙は， 2 時限目終了後以降に ， 各学校の 状況に 応じ て 実施。）

１ 時限目 ２ 時限目

国語（ 5 0 分） 数学（ 5 0 分） 生徒質問紙（ 2 0～45 分程度）

資料３－１



問題例： 令和２ 年度全国学力・ 学習状況調査よ り
全問題に つ い て は， 国立教育政策研究所Ｈ Ｐ を ご 参照く だ さ い 。

小学校・ 国語

●出題の趣旨

目的や意図に 応じ ， 取材内容

を 基にし て ， 自分の 考え を ま

と め る こ と が で き る か ど う か

を みる 。

中学校・ 数学

事物のよさ を 調べ ， 自分の考えを 発表する（ イン スタ ント 食品）

●正答例

事象の数学的な解釈と 問題解決の方法（ 紙パッ ク ）

●出題の趣旨

事象に お け る 数量の 関

係を 見いだし ， そ れを 的

確に 捉えるこ と ができ る

かどう かを みる 。

●正答

※ 令和２ 年度は新型コ ロ ナウ イルス 感染症の 影響により 調査の 実施を 見送り 、 各学校等に 問題冊子等を 配布し まし た 。

・ いろ いろ な種類がある ので好みに 合わせて 選ぶこ と ができ ると こ ろや， 一人分だ け作るこ と ができ る ので作り

すぎ ないと こ ろです。（ 59 字）

・ 長持ち する ので買い 置き を するこ と ができ て ， 買い 物に 行く こ と ができ ないと き や， き ん 急時の 備えになると

いう と こ ろです。（ 57 字）

厚さ

( 高さ ， 長さ )
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調査結果等の 集計・ 分析・ 提供

集計・ 分析

◇国全体， 各都道府県， 地域の 規模等に お け る 調査結

果を 公表

◇児童生徒の 学習環境や 生活習慣， 学校に お け る 指導

や 教育条件の 整備状況等と 学力の 相関関係を 分析，

公表

▼公表する 調査結果の例

提 供

◇各教育委員会， 学校に 以下の 調査結果を 提供

◦ 児童生徒の 正答数分布図

◦ 設問別正答率・ 無解答率， 類型別解答状況

◦ 質問紙調査の 結果

◦ 各児童生徒に 提供す る「 個人票」 な ど

▼ ｢ 個人票 ｣ のイ メ ージ

調査結果の 活用

把握
全国的な児童生徒の 

学力や学習状況の 把握

改善
教育及び 教育施策の

改善に 結び つ け る

義務教育に お け る

検証改善サ イ ク ル の 確立 検証
調査結果を 分析し ，

教育の 成果と

課題など を 検証する

◎全国学力 ･ 学習状況調査を 活用する た め の 参考資料等

■全国学力・ 学習状況調査解説資料

調査の 実施後， 各教育委員会や学校が 速やか に 児童生徒の 学力 

や学習の 状況， 課題等を 把握する と と も に ， そ れら を 踏ま え て 調

査対象学年及び 他の 学年の 児童生徒へ の 学習指導の 改善 ･ 充実等

に 取り 組む際に 役立て る こ と ができ る よ う に 作成し た も の。

■全国学力・ 学習状況調査報告書

調査結果を 公表する と と も に ， 調査結果を 踏ま え て 学習指導の

改善 ･ 充実を 図る 際に 役立て る こ と が で き る よ う に 作成し た も の。

各問題に つ い て ， 解答類型と 反応率， 分析結果と 課題， 学習指導

の改善・ 充実を 図る 際のポイ ン ト 等を 記述。

■授業ア イ デ ィ ア 例

各学校に お い て ， 今後の 教育指導や児童生徒の 学習状況の 改善

等に 活用で き る よ う に する た め， 全国学力・ 学習状況調査の 調査

結果を 踏ま え て ， 授業の 改善 ･ 充実を 図る 際の 参考と なる よ う ，

授業のア イ ディ ア の一例を 示すも の。

■全国学力・ 学習状況調査の 結果を 活用し た 実践研究の 成果

報告書

調査結果か ら 明ら か に なっ た 課題に 対し て ， 教育委員会， 学校 

等が 連携し なが ら 学校の 教育活動等の 改善に 取り 組ん だ 実践研究

の概略等を 掲載し た 報告書。

■全国学力・ 学習状況調査の 結果を 用い た 追加分析

国や教育委員会， 学校等の 教育活動や， 教育施策の 一層の 改善 

を 図る た め， 大学等の 研究機関の 専門的な知見を 活用し ， 高度な

分析 ･ 検証を 行っ た 調査研究の報告書。

（ 分析例）

◦ 家庭の社会経済的背景と 学力の関係に 関する 調査研究

◦ 良好な結果を 示し た 教育委員会 ･ 学校に お け る 教育施策 ･ 教育

指導等の特徴に 関する 調査研究

国

教育の 改善に 向け た 全国的な取組を 推進

（ 例）学習指導要領の 改訂， 各種施策の 検証・ 改善，

教員の 配置等へ の 支援， 教育委員会や 学校

に お け る 改善の 取組へ の 支援 など

教育委員会

域内の 教育の 改善に 向け た 取組を 推進

（ 例）教員の 配置等の 工夫，教員研修の 充実，教育

指導等の 改善の た め の 資料の 作成，保護者

や地域と 連携し た 取組 など

学校

個々の 児童生徒の 課題に 応じ た

教育指導の 改善に 向け た 取組を 推進

（ 例）課題を 踏ま え た 授業改善の 取組，校内研修

の 充実，家庭に お け る 学習習慣や生活習慣の

確立に 関す る 保護者へ の 働き か け ， 放課後

等に お け る 補充学習の 実施 など
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経年変化分析調査及び 保護者に 対する 調査（ 抽出方式）

調査の 目的

【 経年変化分析調査】

全国的な学力の 状況に つ い て ， 経年の 変化を 把握・ 分析し ， 今後の 教育施策の 検証・ 改善に 役立て る（ 平

成 2 5， 2 8 年度に 続き 3 回目）。

【 保護者に 対する 調査】

家庭状況と 学力等の 関係に つ い て ， 経年の 変化を 把握・ 分析し ， 今後の 教育施策の 検証・ 改善に 役立て

る（ 平成 2 5， 2 9 年度に 続き 3 回目）。

調査実施日

令和 3 年 6 月 1 日（ 火）か ら 6 月 3 0 日（ 水）の 期間中， 対象学校が実施可能な日時

（ 保護者に 対する 調査は， 上記期間に 学校を 通じ て 調査票を 配付・ 実施・ 回収）

調 査 対 象

【 経年変化分析調査】

統計的な手法に 基づ き 厳格な抽出を 行っ た 結果選ばれた 国・ 公・ 私立の 小学校第 6 学年， 中学校第 3 学

年の 児童生徒（ 全国で 小学校 6 0 0 校程度， 中学校 7 5 0 校程度）

【 保護者に 対する 調査】

本体調査及び経年変化分析調査を 実施し た 児童生徒の 保護者

調 査 内 容

【 経年変化分析調査】

国語， 算数・ 数学， 英語（ 中学校） 調査時間： 小学校 4 0 分， 中学校 4 5 分

＊対象学校は， い ずれか 1 教科を 実施い た し ま す。

＊中学校の 英語実施校の み， 英語教科に 関する 生徒質問紙・ 学校質問紙調査も 併せて 実施い た し ま す。

＊調査問題は非公開の た め ， 調査実施後は問題も 回収い た し ま す。

＊個人票の 返却はあ り ま せん 。

【 保護者に 対する 調査】

＊保護者を 対象に ， 児童生徒の 家庭に おける 状況， 保護者の 教育に 関する 考え 方等に 関する 質問紙調査を 実施いたし ま す。

＊回答は匿名化さ れた 上で 回収・ 集計さ れる た め ， 文部科学省及び 委託事業者が 回答者を 特定する こ と はで き ま せん 。

ま た ， 回答内容に つ い て 文部科学省や委託事業者か ら 問い 合わせる こ と はあ り ま せん 。

＊調査対象校に は， 調査票等の 配布・ 回収に ご 協力い た だ き ま す。

結 果 公 表
全国の 状況を 分析し た 結果を 公表い た し ま す。

＊過去の 経年変化分析調査及び 保護者に 関する 調

査結果は，文部科学省及び 国立教育政策研究所

HPをご 参照く だ さ い 。

文部科学省 HP

http s://w w w .mext.go .j p /a _ menu/sho tou/gakuryoku-chousa/

国立教育政策研究所 HP

http s://w w w .n ie r.go .j p /ka iha tsu/zenkokugakuryoku .htm l

経年変化分析調査は， 同一問題等に よ る 経年比較に よ り ， 全国的な学力の 推移を 把握する た め の 重

要な調査で あ り ， 調査結果に 基づ き 専門家に よ る 詳細な分析を 行い ， 国の 教育施策の 検証・ 改善に 活

用い た し ま す。

保護者に 対する 調査も ， 家庭状況と 学力等の 関係を 明ら か に し ， 支援を 必要と する 児童生徒や学校

に 対する 教育施策の 検討に 活用い た し ま す。

調査対象校に お か れま し て は， 調査へ の ご 協力を よ ろ し く お 願い い た し ま す。

全国学力・ 学習状況調査 検 索


